LASP-1はG2/M期移行制御により口腔癌細胞の増殖を促進する by 清水, 文絵
【要約】 
 
 
LASP-1 as a possible contributor for oral cancer 
progression by promoting cell proliferation through G2/M 
transition 
（LASP-1 は G2/M 期移行制御により口腔癌細胞の増殖を促進する） 
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 【目 的】LIM and SH3 protein 1 (LASP-1)は細胞接着タンパク質で
あり、さまざまな悪性腫瘍に関わっているとされているが、口腔扁
平上皮癌(OSCC)におけるその機能は明らかになっていない。本研究
では、口腔癌における LASP-1の発現状態と機能の解明を目的とした。 
 
【材料・方法】OSCC 由来細胞株における LASP-1 の mRNA とタン
パクの発現状態をリアルタイム PCR 法およびウエスタンブロット法
により評価した。また、臨床検体 50 例を用いて LASP-1 の発現と臨
床指標との相関を解析した。さらに shRNAによる LASP-1の発現抑制
を行い、細胞増殖能の比較,フローサイトメトリー(FACS)による細胞
周期の解析を行い、in vivoにおいても腫瘍増殖能の評価をおこなっ
た。 
 
【結果】ヒト正常口腔扁平上皮と比較し、OSCC 由来細胞株におい
て LASP-1の有意な発現上昇を認めた(p < 0.05)。また、50例の臨床検
体においても正常組織と比較して腫瘍部において有意な発現亢進を
認めた(p < 0.001)。LASP-1発現抑制により、細胞増殖能の有意な抑制
がみとめられ(p < 0.05), Cyclin A, Bの発現減弱、phospho-cdc2の発
現亢進を認め、FACS解析において著明な G2期アレストが確認された。
in vivoにおいても劇的な腫瘍増殖能の低下を認めた。 
 
【結論】LASP-1は細胞周期の G2/M期進行を制御することにより口腔
癌増大に関与することが示唆され、腫瘍増大におけるバイオマーカ
ーや治療標的となりうる可能性が示唆された。 
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